























女裁判のピークは 1600年を中心とする 100年であった。その 1600年頃にオ










































































































一夜にしてオペラの歴史を変えた CJaneGlover， The New Monteverdi Com-


















































































Nous y verrons Renaud， malgre la volupte 
Suivre un conseil fidelle & sage; 
Nous le verrons sortir du Palais enchante， 
Ou par l'amour d'Armide il etoit arrete， 
Et voler ou la Gloire appelle son courage. 
Le grand Roi qui partage entre nous les desirs 
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1096年に教皇ウルパヌス 2世が招集し， 1096年から 1099年にかけて派遣さ
れたものである。きっかけは，迫り来るセルジューク朝のトルコ人に悩む東










































































































Luperini， Pietro Cataldi e Lidia Marchiani， La scrittura e l'inteゅretazione











































Altra fiata che fe questa via， 
udi da Malagigi， il qual seco era， 
che settecento volte che si sia 
girata col monton la quarta sfera， 
questa la piu ioconda isola fia 
di quante cinga mar， stagno 0 riviera; 
si che， veduta lei， non sara ch'oda 
dar piu alla patria di Nausicaa loda. 
Udi che di bei t巴tiposta inante 
sarebbe a quella si a Tiberio cara; 
che cederian l' Esperide alle piante 
ch'avria il belloco， d'ogni sorte rara; 
che tante spezie d'animali， quante 
vi fien， ne in mandra Circe ebbe ne in hara; 
che v'avria con le Grazie e con Cupido 
Venere stanza， e non piu in Cipro 0 in Gnido: 
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かつてこの道をたどった時に， リナルドは，
道中を共にしていたマラジージより，
太陽が「牡羊」とともに七百度巡るのちには，
その中州，海や，湖，あるいは川に
固まれた，なべての島の中にでも，
もっとも楽しいものとなり，
それを目にしたそののちは，もうナウシカアの故国を
称える声さえ耳にせぬようになろうと聞いたのだった。
その中洲には，ティベリウスがこよなく愛した
カプリの島をも凌がんばかりの美々しい聾が配置され，
へスペリデスの園さえも及ばぬほどに，
あらゆる類いの珍かな草木や，花が植えられて，
それにまたキルケーの牧場や，聞いの中でさえ
見られぬほどのさまざまな獣が飼われ，優美の女神や，
クピドを連れたヴィーナスがキプロスやクニドス棄てて，
移り住むほどにならんと聞いたのだった。
(脇功の訳文による)
アリオストは，この中川|の島を楽園にしつらえたエステ家のアルフォンソ l
世やその子エルコレ 2世を讃えているわけであるし，その際に比較の対象と
なっているのが，ローマ皇帝のティベリウスやホメーロスの『オデュッセイ
ア』の魔女キルケーであったり，ローマ神話のヴィーナスだったりするのは，
大変なリップサービスであると同時に，このアリオストの「狂えるオルラン
ド」自体が，エステ家の由来を語る物語詩(とは言っても，歴史的に忠実で
あろうとかいう気配はみじんもなく，イスラム側の魔女や，オルランドの失
われた理性を月に取りに行くといった荒唐無稽な話がむしろ生き生きと語ら
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れるのであるが)という性格をもつことと照応している。
フェッラーラの代々のエステ家の君主は，芸術家に対する保護があっい。
フェッラーラは， 日本では美術や建築の壮麗さで名高いが，君主は画家，建
築家だけでなく，詩人や哲学者も同様に庇轄の対象としていたのである。中
世騎士道物語詩で言えば，フェッラーラの宮廷には，その図書館に騎士道物
語詩のコレクションがあったほどだ。こうして，君主は，単に観客や読者な
のではなく，むしろ絵画や建築，演劇，騎士道物語詩に関してプロデューサー
としての役割をも果たしていたと言えるだろう。だから，宮廷には文人たち
のつどうアカデミアがあったのであり，そこでは莱術や文学の作品に対する
批評も交わされたのである。アリオストの場合でも騎士道物語詩というジャ
ンルをどう考えるかということで論争があったわけだ。
ともあれ，君主が詩人たちを庇護し，詩人は作品の枠組みや個別の引用，
言及によって君主，あるいは君主一家の美徳を称えるという習慣は，君主の
側から見れば，文化によって自分の国，宮話の優越性を誇るという考え方が
基盤にあるわけだ。こうしたアーテイストとパトロンの互恵性が保たれてい
れば，そのシステム内にいる人聞は幸せであるはずだったのだが，ここに横
槍が入ってきた。それが宗教改革からはじまる一連の騒動である。タッソに
とっては対抗宗教改革および異端審問所が大きな横槍で，それは彼の精神を
悩ませ，ついには常軌を逸した振る舞いをするようになってしまう。
タッソは 1575年「解放されたエルサレム」を書き上げ，アルフォンソ公
や宮廷人の前で自ら自作を朗読し，その功あって宮廷歴史官に任ぜられるの
だが，この頃からアルフォンソ公に対する不満をつのらせ，また自作に対し
でも異端として摘発されるのではなL、かという不安を募らせていく。自らボ
ローニャの異端審問所に「自首Jしたり，後にはアルフォンソ公の結婚式で祝
賀にわくところへやってきて公に罵膏雑言を浴びせかけ，狂人として幽閉され
てしまう。
こうした行為の直接的原因は今にいたるも判然としなL、。しかし，対抗宗
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教改革の中で異端審問が厳しさをましていたことはたしかで，ジョルダーノ・
ブルーノは 1584年に書いた『無限，宇宙および諸世界について』のため異
端審問所に告発され， 16005f.にローマのカンボ・デ・フィオーリ広場で火
刑に処せられたし，オペラの関係者で言うと，タッソの作品の一節を劇的カ
ンタータにしたりマドリガーレにしたモンテヴェルディもこの新たな風潮に
頭を悩ませた一人だった。 1627年9月マントヴァでそンテヴェルディの息
子マッシミリアーノが異端審問所に逮捕された。理由は，禁書目録に掲載さ
れていた医学書をそれと知らずに読んだためだった。知人でリブレッティス
タのストリッジョの助力と， 100スクードの保釈金を払うことで釈放される
まで3ヶ月を要したのだった。最終的に無罪放免とされるまでには 6ヶ月が
経過している。釈放されてからの3ヶ月も常にまた投獄されたり，拷問にか
けられるのではないかと怯えていたのである。タッソに話を戻すと，アルフォ
ンソ公の側には，公の母がプロテスタントであり，ひそかにカルヴァン派の
集会を持っていたという事情があった。こういった個々の状況が，どうもつ
れたのかは不明な点が多いのだが，この時代を生きる困難さはうかがえよう。
タッソの『解放されたエルサレム』は，前述のように第一次十字軍をストー
リーの枠組みにしているので，対抗宗教改革の風土には適うものであったが，
タッソの想像力はその枠組から逸脱し，中心的エピソードの lつに騎士リナ
ルドが，イスラムの魔女アルミーダの虜になって愛欲に溺れるという話があ
り，単に護教的な詩とは言えなL、。また後世のオペラ作品(のリブレット)
は，このエピソードを好んでとりあげているのだ。
タッソの原作がいかにしてオペラのリブレットに変容して行くかについて
は稿をあらためて論ずることにしたL、。
(つじ・まさひろ 経営学部教授)
